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近
年
、
物
流
業
界
が
活
況
を
見
せ
て
い
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
生
活
実
感
と
し
て
も
伝
わ
っ
て
く
る
が
、
そ

れ
は
建
築
の
世
界
に
も
反
映
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年

の
建
築
着
工
統
計
で
は
、
民
間
の
倉
庫
の
棟
数
、
床
面

積
と
も
に
過
去
七
年
間
連
続
で
増
加
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
動
き
の
中
で
、
物
流
倉
庫
の
需
要
に
応
え
、
㈱
シ

ー
ア
ー
ル
イ
ー
が
首
都
圏
を
中
心
に
北
海
道
、
九
州
に

も
開
発
を
進
め
て
き
た
「
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
」
は
、
こ
の

二
月
ま
で
に
一
二
棟
が
竣
工
し
、
そ
れ
に
続
く
開
発
の

一
つ
と
し
て
「
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
春
日
部
」
が
昨
年
六
月

に
着
工
、
現
在
、
仕
上
げ
段
階
を
迎
え
て
い
る
。

　

建
設
地
は
埼
玉
県
東
部
に
位
置
し
、
千
葉
県
境
に
接

す
る
春
日
部
市
で
、
敷
地
面
積
は
一
三
、七
〇
〇
平
方

㍍
。
最
寄
り
駅
付
近
の
住
宅
地
か
ら
も
見
え
る
ク
レ
ー

ン
の
赤
白
の
ブ
ー
ム
を
目
指
し
、
の
ど
か
な
田
園
地
帯

を
歩
い
て
現
場
に
向
か
う
と
、
建
築
物
が
ま
ば
ら
な
平

野
の
中
に
最
高
高
さ
約
二
四
㍍
、
三
階
建
て
の
躯
体
が

立
ち
上
が
り
、
青
空
に
映
え
て
い
る
。
足
場
越
し
に
外

壁
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け
が
進
ん
で
い
る
状
況
も
見
て
取

れ
た
。
立
地
は
首
都
圏
三
県
を
環
状
に
結
ぶ
国
道
一
六

号
と
、
東
京
か
ら
青
森
県
ま
で
東
北
地
方
を
貫
く
国
道

四
号
が
交
差
す
る
庄
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
一
、

八
〇
〇
㍍
の
近
距
離
に
あ
る
と
い
う
。
国
道
四
号
に
乗

る
に
も
、
敷
地
の
南
側
の
前
面
道
路
（
二
〇
一
三
年
に

開
通
し
た
都
市
計
画
道
路
）
を
二
〇
〇
㍍
進
め
ば
よ
く
、

物
流
拠
点
に
は
好
ま
し
い
立
地
条
件
に
あ
る
。

　

本
工
事
は
東
洋
建
設
㈱
の
設
計
施
工
で
、
髙
原
邦
夫

作
業
所
長
が
現
場
を
指
揮
し
て
い
る
。
東
洋
建
設
㈱
は

二
年
前
に
埼
玉
県
久
喜
市
で
「
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
久
喜
」

を
手
掛
け
、
そ
の
仕
事
が
評
価
さ
れ
て
、
二
件
目
と
な

る
今
回
の
春
日
部
の
受
注
に
つ
な
が
っ
た
。「
物
流
施

設
と
い
え
ば
、
品
物
を
保
管
す
る
機
能
を
持
つ
箱
物
を

つ
く
る
の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
の
場

合
は
発
注
者
の
考
え
方
が
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
い
ま

す
。
機
能
性
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
外
観
や
内
観
も
デ

ザ
イ
ン
性
や
材
料
の
質
感
な
ど
が
重
視
さ
れ
て
い
ま

美
し
く
、付
加
価
値
を
持
つ

物
流
倉
庫
の
時
代
へ
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自
由
度
が
高
く
、美
し
い

物
流
施
設
を
つ
く
り
あ
げ
る

ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
春
日
部
新
築
工
事

物
流
不
動
産
管
理
・
開
発
大
手
の
㈱
シ
ー
ア
ー
ル
イ
ー
が
、

七
年
前
か
ら
物
流
施
設「
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
」シ
リ
ー
ズ
を
展
開
し
て
い
る
。

現
在
、施
工
中
の「
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
春
日
部
」も
、物
流
拠
点
と
な
る
交
通
の
利
便
性
を
備
え
、

テ
ナ
ン
ト
企
業
が
よ
り
使
い
や
す
い
機
能
性
、耐
久
性
能
と
と
も
に
建
物
の
美
観・質
感
を
意
識
し
た
も
の
だ
。

設
計
施
工
で
受
注
し
た
東
洋
建
設
㈱
は
、共
同
開
発
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｓ
構
法
に
よ
り
、内
部
空
間
の
自
由
度
を
上
げ
つ
つ
、

倉
庫
で
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
る
床
仕
上
げ
の
施
工
な
ど
に
、現
場
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

内部の仕上げ工事が進む2階フロア。躯体は鉄筋コンクリート造の柱と、鉄骨造の梁を組み合わせたRCS造を採用。
鉄骨造の物流施設の倉庫よりも柱の剛性が高く、鉛直ブレースを設置していないため、大スパンで機能的な空間となっている。
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す
」
と
髙
原
所
長
は
話
す
。
例
え
ば
、
外
壁
は
金
属
製

の
耐
火
断
熱
パ
ネ
ル
で
仕
上
げ
、
内
部
の
間
仕
切
壁
に

も
同
様
の
パ
ネ
ル
を
採
用
し
、
上
質
な
質
感
で
仕
上
げ

る
。
そ
れ
も
い
ま
ま
で
例
が
な
い
と
髙
原
所
長
は
言
う
。

「
そ
う
い
っ
た
設
計
意
図
を
実
現
す
る
た
め
に
、
施
工

で
は
何
よ
り
も
し
っ
か
り
と
品
質
を
保
つ
こ
と
を
意
識

し
て
い
ま
す
」。
久
喜
で
の
設
計
施
工
を
ベ
ー
ス
に
し

な
が
ら
、
春
日
部
で
は
更
に
歩
み
を
進
め
、
初
め
て
施

工
す
る
技
術
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
物
流
倉
庫
に
は
な
る
べ
く
大
き
な
柱
ス
パ
ン
を
取

っ
た
大
空
間
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
倉
庫

が
鉄
骨
造
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
久
喜

も
そ
う
で
し
た
が
、
今
回
の
春
日
部
で
は
Ｒ
Ｃ
Ｓ
造
を

採
用
し
た
こ
と
が
新
し
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
大
き
な
ス

パ
ン
に
有
利
な
鉄
骨
（
Ｓ
）
造
の
梁
と
、
大
き
な
鉛
直

荷
重
に
強
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｒ
Ｃ
）
造
の
柱
を

組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
の
特
性
を
活
用
す
る

方
式
な
ん
で
す
」
と
髙
原
所
長
。
鉄
骨
の
価
格
が
上
が

っ
て
い
る
た
め
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
も

採
用
の
背
景
に
あ
る
が
、
耐
震
性
に
関
し
て
、
鉄
骨
柱

よ
り
Ｒ
Ｃ
柱
の
ほ
う
が
剛
性
が
高
い
の
で
揺
れ
に
く
い
。

ま
た
、
鉛
直
ブ
レ
ー
ス
を
設
置
し
て
い
な
い
こ
と
も
大

き
い
と
い
う
。「
柱
の
間
に
部
材
が
な
け
れ
ば
、
倉
庫
内

部
で
物
を
動
か
す
と
き
の
自
由
度
が
高
い
で
す
し
、
使

い
や
す
く
な
る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
」。
こ
の
構
造
を

成
立
さ
せ
る
柱
梁
の
接
合
構
法
は
、
東
洋
建
設
㈱
、
前

田
建
設
工
業
㈱
、
㈱
錢
高
組
の
三
社
が
共
同
で
開
発

し
、「
Ｒ※

Ｃ
Ｓ
構
法
」
と
し
て
性
能
証
明
を
取
得
し
て
い

る
。
東
洋
建
設
㈱
で
は
、
今
回
の
ロ
ジ
ク
ス
エ
ア
春
日

部
が
、
Ｒ
Ｃ
Ｓ
構
法
で
施
工
し
た
現
場
第
一
号
と
な
っ

た
。

　

現
場
を
案
内
し
て
も
ら
い
、
完
成
時
に
は
荷
物
の
積

み
降
ろ
し
が
行
わ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
か
ら
フ
ロ
ア

へ
上
が
る
と
、
一
㍍
幅
の
Ｒ
Ｃ
造
の
柱
が
立
ち
並
ぶ
大

空
間
に
目
を
瞠
っ
た
。
各
フ
ロ
ア
の
広
さ
は
約
七
、

八
〇
〇
平
方
㍍
。
柱
は
七
九
本
あ
る
と
い
う
。
梁
下
の

高
さ
は
六
㍍
、
柱
の
ス
パ
ン
は
一
〇
㍍
を
超
え
、
空
間

が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
う
え
に
、
打
放
し
仕
上
げ
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
に
グ
レ
ー
ド
感
が
漂
い
、
見
た
目
に

す
っ
き
り
と
美
し
い
。

昨年10月から行われたRC造の柱の施工状況。鉄筋を現場で先組みし、クレーンで揚重、設置。開発したL形のシステム型枠を2本合わせてコン
クリートを打設し、各階79本を施工した。写真の左奥は先組鉄筋。その右隣は型枠が組まれた状態。右手前2本は脱型後。（提供：東洋建設㈱）

5角形の変形敷地を有効利用した配置計画
がなされた。専用の入口、出口を設けたワ
ンウェイ動線。専用前面道路は2013年に
開通した都市計画道路の藤塚米島線で、国
道16号と交差する国道4号に直結する。

右／ RCS構法によるRC柱と鉄骨梁の接合部
のパース。柱頭で梁を貫通させ、スチールの
カバーを溶接接合とボルト接合によって一体
化している。床スラブはハーフPC工法の床
板を設置し、その上に鉄筋を組んでコンク
リートを打設する。（提供：東洋建設㈱）
左／柱梁接合部と床スラブを見上げる。

工事概要

発注者：株式会社シーアールイー
設計・監理者：東洋建設株式会社　
　　　　　　　一級建築士事務所
施工者：東洋建設株式会社　
　　　　関東建築支店
工　期：2017年4月〜 2018年6月
敷地面積：13,662.13㎡
建築面積：7,948.57㎡
延床面積：22,187.34㎡

Ｒ
Ｃ
造
の
柱
、鉄
骨
造
の
梁
で

大
空
間
を
実
現
す
る

※ 「前田建設・錢高組・東洋建設式RCS接合構法−梁貫通型柱RC梁S構造の接合部構法−（改定3）」
　一般財団法人日本建築総合試験所 建築技術性能証明 第08-13号 改3

倉庫内作業でフォークリフトや台車などが柱に当た
り、コンクリートのコーナー部が欠けるのを防ぐため
に丸味をつけている。コーナー部材を型枠にセットし
コンクリートを打設したもので、仕上がりも美しい。
発注者に提案した手法の一つ。

外壁の金属性耐火断熱パネルは、壁下地を組んだまま内部に現し、仕上げとす
る。このパネルは内側もハイスペックな金属製。
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3階建ての1フロア当たりの面積は約7,600㎡。梁下に天井下地が組まれた箇所には、
事務所スペース（200㎡）とトイレなどのユーティリティスペース（100㎡）が各階に設けられる。

右／フロアは防火区画により5分割され、シャッターが設
けられる。シャッター上部の区画壁は厚さ100㎜の金属製
の耐火断熱パネル。
左／ロックウールの耐火被覆材。鉄骨の大梁などに巻き付
ける。

右／高所作業車で天井の塗装作業を行っている様子。1階
フロアの階高は約7m。事務所スペースの天井下地が組ま
れた間を移動しながらの作業。
左／ 1階のトラックバースの天井高は約8m。車両に搭載
されたブーム式の高所作業車が用いられている。
いずれも高所作業は安全第一で行われている。

さ
れ
る
。
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
も
、
製
造
す
る

プ
ラ
ン
ト
側
に
要
求
品
質
を
伝
え
、
使
用
骨
材
の
採
取

場
所
や
管
理
方
法
を
確
認
す
る
な
ど
、
原
材
料
レ
ベ
ル

か
ら
気
を
配
る
と
い
う
。そ
し
て
、丁
寧
な
打
継
ぎ
の
技

術
も
仕
上
が
り
を
左
右
す
る
。
竣
工
し
て
か
ら
も
一
年

後
、
二
年
後
の
状
態
と
施
工
時
の
詳
細
な
記
録
か
ら
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
、
次
の
品
質
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
な
ど
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
現
場
の
努
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

ロ
ジ
ス
ク
エ
ア
春
日
部
は
三
〇
年
近
い
現
場
経
験
を

も
つ
髙
原
所
長
に
と
っ
て
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
挑
ん
で

い
る
現
場
だ
と
い
う
。「
今
回
、
当
社
と
し
て
初
め
て
Ｒ

Ｃ
Ｓ
構
法
で
施
工
す
る
の
で
、
私
も
含
め
て
、
職
員
七

名
と
研
修
生
二
名
の
全
員
が
初
め
て
臨
ん
で
い
る
わ
け

で
す
。
こ
れ
ま
で
私
は
、
経
験
の
中
で
培
っ
た
技
術
や

考
え
方
を
若
い
職
員
た
ち
に
伝
え
て
い
け
ば
良
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
施

工
を
学
ん
だ
原
点
に
立
ち
返
っ
て
、
施
工
方
法
の
一
つ

ひ
と
つ
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
、
あ
あ
し
た

ら
ど
う
か
と
試
験
的
に
考
え
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し

た
」。
様
々
な
検
証
を
積
み
重
ね
て
お
り
、
今
後
に
活
か

し
た
い
と
い
う
。

　
「
こ
れ
か
ら
が
、
二
番
目
の
山
場
で
す
」。
足
場
が
外

さ
れ
、
仕
上
げ
が
本
格
化
し
て
い
く
。
六
月
に
竣
工
し

た
と
き
に
は
、
従
来
に
は
な
か
っ
た
印
象
の
物
流
施
設

が
出
現
す
る
だ
ろ
う
。

　

現
場
で
は
鉄
骨
梁
に
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
を
巻
い
て
耐
火

被
覆
を
施
し
、
梁
の
塗
装
を
施
す
作
業
も
順
次
進
め
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
天
井
を
見
上
げ
な
が
ら
髙
原
所
長
が
、

「
梁
の
上
に
載
っ
て
い
る
床
板
に
、
ハ
ー
フ
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
板
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

質
感
が
、
柱
の
打
放
し
の
質
感
と
調
和
し
て
い
る
と
、

発
注
者
の
方
々
に
気
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
う
れ
し
げ
に
話
し
て
く
れ
た
。
一
般
に
倉
庫
の
床
板

は
、
ス
チ
ー
ル
製
の
折
板
の
デ
ッ
キ
プ
レ
ー
ト
を
敷
き
、

そ
の
上
に
配
筋
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
。
し

か
し
、
工
場
生
産
の
大
判
の
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
板
を
ク
レ

ー
ン
で
設
置
す
る
こ
と
で
施
工
精
度
が
上
が
る
こ
と
と
、

剛
性
が
高
い
こ
と
が
、
そ
の
上
に
増
し
打
ち
す
る
床
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
仕
上
が
り
に
も
反
映
さ
れ
る
。
更
に
髙

原
所
長
は
言
葉
に
力
を
込
め
る
。「
物
流
倉
庫
の
基
本

は
床
に
あ
り
ま
す
。
倉
庫
と
し
て
の
機
能
を
重
視
す
る

と
、
床
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
を
い
か
に
少
な

く
、
き
れ
い
に
打
設
す
る
か
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
」。

酷
使
さ
れ
る
足
下
の
床
の
品
質
こ
そ
、
ゆ
る
が
せ
に
で

き
な
い
の
だ
と
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
管
理
は
、
施
工
だ
け
で
は
で

き
な
い
と
い
う
。「
意
匠
設
計
と
構
造
設
計
、
施
工
、
そ

れ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
。
こ
の
三
つ
が
揃
わ
な
け

れ
ば
、
品
質
を
一
定
に
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で

す
」。
設
計
段
階
か
ら
取
り
組
み
、
施
工
で
は
精
度
を
上

げ
る
な
ど
、
様
々
な
検
証
を
重
ね
な
が
ら
工
夫
が
こ
ら

Qこの現場で発見したことは何ですか？

A

東洋建設株式会社
関東建築支店　建築部
ロジスクエア春日部新築作業所　
作業所長

髙原邦夫
Kunio Takahara

ロジスクエア久喜から春日部へ、
共通の協力会社や職人さんもい

がら精度を高めていきました。以前か
ら私は、その技術を認め、感謝の気持
ちを伝えたいと考えていて、「東洋マ
イスター賞」と名づけて、現場ごとに
表彰を行ってきました。この現場で目
指している品質を職人さんたちの力が
つくりあげ、それが評価されて次の現
場が生まれることも朝礼などで話し、
現場の全員のプロ意識に期待していま
す。

らっしゃいます。職人さんたちの技術
は非常に大切で、今までの工程では、
クローラークレーンのオペーレータの
高度な技量が、毎日状況が変わってい
く現場を支えています。また、今回の
RC柱をシステム化した施工も、鉄筋、
型枠やコンクリート打設に、皆さんの
経験と知恵が活かされ、日々改善しな

全
員
で
現
場
に
挑
み
、

様
々
な
試
み
を
今
後
に
活
か
す

倉
庫
の
基
本
は
床
仕
上
げ
の
品
質
に
あ
り


